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要約 
 

学習指導要領が改訂となり，小学校では平成 32 年度からの新学習指導要領全面実施に

向けて，本年度（H30 年度）から移行措置期間が開始された。鳴門市では，早くから教育

委員会支援室が「学習指導要領改訂に伴う外国語教育の早期化・教科化にむけた検討委員

会」を設置し，「外国語活動年間指導計画・活動例 移行期間における学習内容」を作成し，

鳴門市内小学校の移行期間における外国語学習への支援を行っている。 
本報告は，鳴門市教育委員会が作成した「外国語活動年間指導計画・活動例 移行期間

における学習内容」にもとづき行った，ティームティーチングによる小学校高学年外国語

学習における授業実践の内容をまとめたものである。特に，複式学級の小学校外国語科に

おける ICT の効果的な活用方法についてその詳細を報告するとともに，移行期における小

学校外国語科学習内容について見えてきた課題についても示唆するものである。 
 

（キーワード : 小学校外国語科，移行期間，ICT） 
 

1．はじめに 
 

学習指導要領が全面改訂され，平成 32 年度から，小学校 3･4 年生では 35 単位時間程度

の「外国語活動」が，5・6 年生では 70 単位時間程度の「外国語科」が実施されることと

なった。これに向けて，平成 30 年度から，2 年間の移行期間がスタートした。移行期間で

は，「外国語活動」を年間 15 単位時間程度，「外国語科」を年間 50 単位時間程度，実施す

ることとされている。これと併せて，本年度より文部科学省から，小学校 3･4 年生の「外

国語活動」には “Let’s Try! 1･2” が，5･6 年生には “We can ! 1･2” が各学校に配布された。

5･6 年生に配布された “We can ! 1･2” は，平成 29 年度まで各学校で活用されていた ”Hi 
Friends! 1･2” が合本されたものとなっている。 
佐藤（2018）は，移行期の高学年では，新学習指導要領に設定されている外国語科の内

容の一部を扱いながらも，2 年後の教科としての本格的な実施に向けて段階的に準備を進

めることの重要性を述べている。 
ここでは，移行期間における「鳴門市外国語活動年間指導計画」にもとづき実践した 5・

6 年生の外国語学習の報告の中で見えてきた課題について示唆し，今後の外国語学習につ

いて配慮すべき点について提案したいと考える。 
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2. 新学習指導要領における外国語科と ICT 活用の推進について 
 
文部科学省は，小学校高学年における外国語科の目標を次のように設定している（文部

科学省，2018, p.67）。 
 
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞く

こと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図

る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 

加えて，小学校学習指導要領解説外国語活動・外国語編では，育成を目指す資質・能力

の三つの柱である「知識及び技能」，「思考力・判断力・表現力等」及び「学びに向かう力，

人間性等」のそれぞれに関わる目標を明確に設定している。外国語における「何を理解し

ているか，何ができるか」という「知識及び技能」の習得に関わる目標として掲げられて

いるのが次の内容である（文部科学省，2018, p.69）。 
 
外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きについて，日本語と外国語の

違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，

聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて

活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。 
 
その中で注目すべきは，高学年の外国語科における「読むこと」，「書くこと」の扱いで

ある（文部科学省，2018, p.70）。 
 
高学年の外国語科では，中学校で身に付けるべき実際のコミュニケーションにおいて

活用できいる技能の基本的なものを身に付けることとなる。ただし，「読むこと」，「書

くこと」については，中学年の外国語活動では指導しておらず，慣れ親しませること

から指導する必要があり，「聞くこと」，「話すこと」と同等の指導を求めるものでなる

ことに留意する必要がある。 
 
新しく導入された「読むこと」，「書くこと」については，文字指導が導入されるとして

も，あくまでも文字に慣れ親しませることが目的であり，中学校における外国語科におけ

るライティングやリーディングスキルの向上を目指すような指導ではない，ということに

留意する必要がある。 
 
さらに，内容の取扱いとして配慮すべき点として，ICT 活用に関する事項が以下のよう

に明記されている（文部科学省，2018, p.131）。 
 

児童が身に付けるべき資質・能力や指導の実態，教材の内容などに応じて，視聴覚教

材やコンピューター，情報通信ネットワーク，教育機器などを有効利用し，児童の興

味・関心をより高め，指導の効率化や言語活動の更なる充実を図るようにすること。 
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このことから，外国語科では，児童の実態にあわせ，コミュニケーションの目的や場面，

状況を意識した活動を展開するにあたり，デジタル教材をはじめとする ICT を効果的に活

用することが期待されていることが分かる。 
 
 

3. H 小学校における外国語学習の実態と ICT の活用状況 
 

(1)  ICT 活用の推進について 
鳴門教育大学学園都市化構想実施協力校である鳴門市 H 小学校では，学級担任が主

となり外国語学習に取り組んでいる。月に 4 回程度，ALT が来校し学級担任とティー

ムティーチングの形態で外国語学習を実施している。本年度は，鳴門教育大学英語科

コース教員が，JTE として学級担任とともに 5･6 年の外国語学習の授業を行っている。 
小規模校であるため，低学年・中学年・高学年それぞれが複式学級となっている。

高学年 5･6 年生の複式学級は，5 年生 2 名，6 年生 9 名の計 11 名が在籍するクラスと

なっている。小学校 1 学年から 6 学年までの外国語学習の指導体制は次のように設定

されている。少人数の複式学級における諸問題の解決の一つの手立てとして，ICT の

効果的な活用を模索してきた。2017 年からは，鳴門教育大学と連携し，「外国語学習

における ICT の効果的な活用」に関する事業を進めている。 
表 1 小学校外国語学習指導体制（H 小学校の場合） 
学

年 
小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 

英語活動(年間 10 時間） 外国語活動(年間 35 時間） 外国語活動(年間 70 時間） 
指

導 

体

制 

学級担任， 

ALT， 

 

学級担任， 

ALT， 

 

学級担任， 

ALT 

(JTE: 鳴門教育大学英語科

コース教員) 

注: ALT の訪問は月 4 回程度, JTE の訪問は 3 回程度  
 

(2) 外国語学習における ICT の活用状況について 
鳴門市は，ICT の効果的な活用を推進しており，市内各小学校・中学校に 2014 年よ

り随時，電子黒板を導入し，全教職員に対しての講習会も開催した。これを受けて，

H 小学校にも各教室に電子黒板が常備されており，付属 PC には，デジタル教材 “Hi 
Friends! 1･2” 及び新学習指導要領対応外国語教材 “We can ! 1･2” がインストールさ

れている。 
外国語学習における ICT の活用状況としては，デジタル教材 “Hi Friends! 1･2” 及

び “We can ! 1･2” を毎時間使用し，授業を行っている。デジタル教材に納められて

いる歌・チャンツ・ビデオクリップ等は，外国語学習を進める上で，効果的に活用さ

れている。さらに，鳴門教育大学英語科コース教員が JTE として外国語学習に参加す

る際は，パワーポイントで作成したオリジナル教材を，文字に親しませる活動で導入

している。さらに，タブレットを児童の活動の振り返りや中間評価で活用するなど，

ICT の効果的な活用を模索している。 

2. 新学習指導要領における外国語科と ICT 活用の推進について 
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4.  授 業 実 践 
 

(1) 授業実践 1  
We can 2  Unit 4  “ I like my town. ”  
（表 2 移行期間の鳴門市外国語活動 年間指導計画参照 ） 

 
  この単元は，地域にある施設，または自分たちの町にはない施設についての表現を

学ぶとともに，自分たちの町に是非あって欲しい施設などをその理由を述べて表現す

ることを目標としている。活動の最終段階では，2 人組で協働し自分の町のミニポス

ターをつくり，クラスで発表した。ポスター作成時には，施設の英語名が書かれた一

覧表を見ながら，自分たちが欲しい施設について，自分たちで単語・ことばを選び，

書き写す活動を展開した。自分が伝えたい言葉を自らが選んで書き写すことにより，

文字への親しみを感じることができるのではないかと思われる。 

図１ タブレットを活用し，活動の振り返りをする児童の様子 
 
ICT 活用方法とその成果 
「自分たちの理想の町」の発表の様子を撮影し，振り返り活動において自分たちの

発表の様子を視聴し，感想を述べ合った。自分たちの発表の様子を見るのは初めてで

あったため，恥ずかしそうにする児童もいたが，「アイコンタクトはできているが，自

分の声は思ったより小さかったので，次はもっと大きな声で発表した方がいいなあ。」

や「全部覚えて言えたからばっちりだなあ。」など様々な振り返りができていた。タブ

レット ICT を活用した授業のメリットは，活動後の即座のフィードバックが期待でき

るという点であると言える。 
 

 (2) 授業実践 2 
We can 2  Unit 7  “ My Best Memory ”  
（表 1 移行期間の鳴門市外国語活動 年間指導計画参照 ） 
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  この単元では，小学校で経験した行事を英語で学習し，お互いに最も思い出に残る

行事についてたずねたり，答えたりして小学校生活を振り返る。さらに，絵や写真を

添えて思い出のアルバムを作成し，自分の一番の思い出となる行事について，理由や

気持ちを添えて伝え合うことを最終目標とする。この単元の活動では，過去形の不規

則動詞が導入されるが，あくまでも「小学校での思い出を語りたい」という思いを実

現するための手段として用い，音声中心の学習を展開する。 

外国語活動指導案
小学校 ･ 年

月 日 水 ５校時

単 元 小学校生活・思い出・行事 （ ８時間）
本時の目標 学校行事を表す表現が分かり，感想を伝え合う。

時
間

児 童 の 活 動 指導者の活動及び留意点 教具等
評価規準
〈方法〉

２ ・挨拶をする。

【 et’s Chant】
’s your best memory? P.51

･全体に挨拶をし 個別に数人の児童に挨拶をする。
･本時の流れを児童と確認をする。
･リズムに気を付けて，いっしょにチャンツをいう。

･ ’s chant together. 

デ ジ タ ル
教材

【 】
○ １
週末の思い出を聞く。
・ や がどんなことを楽
しんだかを発表する。

○ ２

○ 週末の思い出を話す。
パワーポイントの画面を見せながら，

enjoyed shopping? That’s 

○

パ ワ ー ポ
イ ン ト 教
材

Tell me the best memory from your school life. School Trip, school Trip, that’s my best memory. I enjoyed eating 

and shopping with my friends. 

Tell me the best memory from your school life. Music Festival, Music Festival, that’s my best memory. ….中略 

I like my friends. I like my teachers. Thank you for your help and wonderful memories. 

 

4.  授 業 実 践 
 

(1) 授業実践 1  
We can 2  Unit 4  “ I like my town. ”  
（表 2 移行期間の鳴門市外国語活動 年間指導計画参照 ） 

 
  この単元は，地域にある施設，または自分たちの町にはない施設についての表現を

学ぶとともに，自分たちの町に是非あって欲しい施設などをその理由を述べて表現す

ることを目標としている。活動の最終段階では，2 人組で協働し自分の町のミニポス

ターをつくり，クラスで発表した。ポスター作成時には，施設の英語名が書かれた一

覧表を見ながら，自分たちが欲しい施設について，自分たちで単語・ことばを選び，

書き写す活動を展開した。自分が伝えたい言葉を自らが選んで書き写すことにより，

文字への親しみを感じることができるのではないかと思われる。 

図１ タブレットを活用し，活動の振り返りをする児童の様子 
 
ICT 活用方法とその成果 
「自分たちの理想の町」の発表の様子を撮影し，振り返り活動において自分たちの

発表の様子を視聴し，感想を述べ合った。自分たちの発表の様子を見るのは初めてで

あったため，恥ずかしそうにする児童もいたが，「アイコンタクトはできているが，自

分の声は思ったより小さかったので，次はもっと大きな声で発表した方がいいなあ。」

や「全部覚えて言えたからばっちりだなあ。」など様々な振り返りができていた。タブ

レット ICT を活用した授業のメリットは，活動後の即座のフィードバックが期待でき

るという点であると言える。 
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・思い出のアルバムについての話
を聞き，主人公がどのようなこと
をしたり，感じたりしたかをペア
で確認する。

の思い出のアルバムについて話す。
感想をいれて話す。

【 】
○集中力ゲームで行事の名前の
復習をする。聞こえてきた順番に
カードを素早く並べる。

Let’s play 

・最初は３種類程度のカードを並べさせ，少しずつ
種類を増やす。

カード

【 】
○ クイズ
学校内の先生の思い出の行事を
聞き，誰かを予想する。

・あらかじめインタビューしていた内容を や
が読む。

・ヒントとなる情報を少しずつパワーポイントで
表示する。

パ ワ ー ポ
イ ン ト 教
材

【 】
○Let’s Talk
･ や からの質問に答え
る形で，各行事に合う感想をい
う。

･思い出の学校行事とその時の気
持ちを伝え合う。

1: What’s your best memory?

Ｔ：

T: This is a picture of the school trip. It was…?

･最初は指導者がそれぞれの行事で感じる気持ちを
表す英語を言い，慣れてきたら児童が行事に合う英
語を言うようにする。
・ペアになり，それぞれの思い出の学校行事につい
て感想を伝え合うようにいう。
◎学校行事について感想を伝え合っている。
〈行動観察・振り返りカード点検〉

パ ワ ー ポ
イ ン ト 教
材

◎学校行事
に つ い て
感 想 を 伝
え 合 っ て
いる。
〈 行 動 観
察・振り返
り カ ー ド
点検〉

５ 【 】
○Let’s Read and Write

自分の使いたい言葉を選んで，ワークシートに書き
写すように伝える。

デジタル教

材

ワークシー

ト

３ 【振り返り】
・本時の活動を振り返り，リフレ
クションシートに記入する。
・挨拶をする。
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 (2) 今後の課題 
  移行期間がスタートし，高学年では，「話すこと」，「聞くこと」に加えて，「読むこと」，

「書くこと」などの文字学習が導入されている。デジタル教材を効果的に活用した H 小

学校の外国語学習では，「読むこと」，「書くこと」における指導では，あくまでも「文

字に親しませる」ということに重点をおいている。そこで，中学年の外国語活動を通し

て十分に音声で慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現について，アルファベットの読

み書きや活動内で扱う初歩的な語や文を読んだり書き写したりすることを主としてい

る。また，小学校の外国語学習で配慮すべきことは，中学校のようなスキル指導ではな

く，児童が「もっと読んでみたい，書いてみたい」という情緒面をしっかり育てること

である。H 小学校外国語活動における文字指導では，担任は，「文字にこころをのせて

伝える」ということを常に心がけ，時間や場所を超えて伝わることができる「文字のよ

さ・大切さ」を実感できる授業を展開している。 
しかし，新教材には，多くの文字情報があり，1 単語あたりの文字数が多い単語や， 

“Hi Friends! 1･2” に比べると一文も長くなっており，児童によっては，読む手がかりを

つかむことが難しい場面が見られた。そこで，文字情報だけに頼ることなく，絵や写真

などを添えたカードを ICT 教材で提示し，それらを手がかりにして，学習を進めていく

ことができるように支援することが重要であると感じた。また，音声で十分に慣れ親し

んだ語句や基本的な表現について，児童の外国語学習の実態に応じた内容で，読んだり

書いたりする活動へとつなげることを配慮する必要がある。 
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表 1-1 移行期間の鳴門市外国語活動 年間指導計画（抜粋） 
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語彙指導とディベートの連携に関する一考察 

―神奈川県立川和高等学校の実践例― 
 
 
 

松尾 真太郎 (MATSUO Shintaro) 

神奈川県立川和高等学校 

 
 

要約 
 

本論では，学習指導要領の改訂を受け，小学校から高等学校までの英語の授業または外国

語活動において様々な変化が期待される中，語彙指導の在り方という枠組みを通時的に捉え，

学習者が英英辞典を用いて語彙学習をすることにどのような教育的効果が存在するか検討し，

その上で身につけた語彙をアウトプットする場面に特化した一実践例を考察する。 
一部での先行実施を除き，2020 年度から小学校第五学年及び第六学年で教科化される外国

語科 (英語) であるが，この学習指導要領 (以下，新学習指導要領) では小学校高学年での二

年間で 600 語から 700 語程度の学習が見込まれている。中学校の新学習指導要領に目を向け

ると，三年間で 1,600 語から 1,800 語を新たに学習することが謳われている。そして高等学

校三年間で更に 1,800 語から 2,500 語を学ぶ。つまり，新学習指導要領のもとで教育課程を

修了する全ての英語学習者が，高等学校卒業時におおよそ 4,000 語から 5,000 語を学ぶこと

になっている点に焦点を当てる。 
大学進学あるいは社会人となる前の小中高 12 年間を一つのスパンとして考えた場合，最終

段階となる高等学校三年間では，それまでの小中計五年間の学校英語教育を踏まえ，具体的

にどのような語彙指導がなされているのか，本校英語科の取り組みを一例とし，その在り方

を検討する。さらに，単に語彙数に注目するだけでなく，語彙指導並びにそこから広がる普

段の授業を通じて身につけた語彙及び学習成果をどのような形でアウトプットしているのか，

英語での即興型ディベートの観点を取り入れている学校外での取り組みも交えながら考察を

深める。 
 

(キーワード：語彙，単語指導，ディベート) 
 

1. はじめに 
 

英語教育は，歴史的にみてもその時代や社会の変化に当たり前のように対応しながら変遷

表 1-2 移行期間の鳴門市外国語活動 年間指導計画 （抜粋） 
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